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２㹄㸯㸲 

⇞料㟁ụᢏ⾡に関する業間ඹ同研究と特チの㉁ 

 
 （ᯞᮧ一☻㸦科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤۑ

 

 

 
1㸬はじめに 

 日本の⇞料㟁ụᢏ⾡は、様々なᙧで業によるඹ同研究が行ࢃれてきた。一方、業༢⊂での研究㛤

発も活発に行ࢃれている。ᢏ⾡に関する研究ᙧ態によって研究㛤発のアウトプットである出㢪特チの㉁

がኚࢃってくるとすると、それを定㔞的にᢕᥱすることはᚋのᢏ⾡ᨻ策を考える上で重要である。そ

こで本✏では、ඹ同研究が出㢪特チの㉁に影響を与えるかྰかについて、特チレ࣋ル、業レ࣋ルの୧

㠃から᳨ドする。また、どのような研究ᙧ態が出㢪特チの㉁に影響を与えるかについても᳨ドする。 

 

2㸬データ 

 本✏では、⇞料㟁ụᢏ⾡に関連した特チデータを、特チ㟁子ᅗ書㤋を用して集した。抽出対象特

チは、ඃඛᅜが日本のものとした。また、出㢪特チデータのトランケーࣙࢩンを考慮するため、出㢪年

が 1993 年から 2005 年の特チを抽出対象とした。まず、ᅜ㝿特チ分㢮㸦IPC）で⇞料㟁ụᢏ⾡に関連し

た特チ書誌データを抽出した。ḟに、ᙜヱ特チについてඹ同研究に関する情報をຍするため、発明者

のᡤ属情報を調査し、特チデータに᥋合した。 

発明者ᡤ属情報の調査は௨ୗのように行った。まず、発明者の住ᡤに業ྡ等がྵまれている場合は、

それを発明者のᡤ属とした。その方法で発明者ᡤ属ඛが同定できない場合は、発明者のẶྡを論文᳨⣴

イトࢧ cinii で᳨⣴した。᳨⣴で見つかった論文のඹⴭ者、発行年ᩘをもとに、そこに⤂されている

ᡤ属ඛを、ᙜヱ発明者のᡤ属ඛとした。その方法で発明者ᡤ属ඛが同定できない場合は、googleで発明

者Ặྡを᳨⣴し、ᡤ属ඛを調査した。その方法でᡤ属ඛが同定できない場合は、発明者住ᡤを google map

を用して᳨⣴した。発明者の住ᡤが社Ꮿになっている場合、その業をᙜヱ発明者のᡤ属ඛとした。

௨上の方法でᡤ属ඛを同定できない場合は、ᡤ属ඛを明とし、分析対象から㝖いた。 

 ⇞料㟁ụᢏ⾡関連特チの᥎⛣を♧したのがᅗ 1である。ᙜヱ出㢪特チ件ᩘは、上᪼ഴ向にある。また、

発明者の内ヂを見てࡳると、業が発明者となっている特チが大༙を༨めており、⏘業が⇞料㟁ụᢏ⾡

の主な研究㛤発プレーࣖーであることがࢃかる。 

 

ᅗ 1. ⇞料㟁ụᢏ⾡関連特チ出㢪件ᩘの᥎⛣ 
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 ḟに、発明者ᡤ属ඛ別に⇞料㟁ụᢏ⾡関連出㢪特チを見たのがᅗ 2である。トヨタ自動㌴(株)や日⏘

自動㌴(株)、本田ᢏ⾡研究ᡤ(株)等の自動㌴関連⏘業に属する発明者が、ᙜヱᢏ⾡の特チ出㢪に関ಀし

ている。また、ᮾⰪ(株)や୕⳻重工業(株)等の重㟁⏘業や、ᯇୗ㟁ჾ⏘業(株)(現パࢽࢯࢼック(株))等

の㟁Ẽ機ჾ⏘業に属する発明者も多くなっている。 

 

ᅗ 2. 発明者ᡤ属ඛ別 ⇞料㟁ụᢏ⾡関連特チ出㢪件ᩘ 
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4㸬᥎計と結果 

 ඹ同研究㛤発が、⇞料㟁ụᢏ⾡に関する㉁の高い特チの出㢪にᐤ与しているかྰかを᳨ドするため、

特チレ࣋ル、業レ࣋ルで᥎計を行う。特チレ࣋ルでの᥎計では、被ㄝ明ኚᩘとして特チの㉁を♧すㄳ

ồ項のᩘを、ㄝ明ኚᩘとしてඹ同研究の種㢮に関する࣑ࢲーኚᩘと、コントロールኚᩘとしてᙜヱ特チ

の発明者ᩘを用いる㸦⾲ ースラインは同業他社または同一業内の発明者による出㢪特チの場合࣋。（1

である。また、被ㄝ明ኚᩘがカウントデータであることから、࣏アࢯンࣔデルཬࡧ negative binomial
ࣔデルで᥎計を行う。 
 
⾲ 1. 出㢪特チレ࣋ルでの᥎計に用いるኚᩘ 

claim … ㄳồ㡯の数

diff_f … ␗ᴗ✀間共ྠ◊✲䝎ミー

u … 大Ꮫ༢⊂◊✲䝎ミー

p … බ的◊✲ᶵ㛵༢⊂◊✲䝎ミー

uu … 大Ꮫ共ྠ◊✲䝎ミー

pp … බ的◊✲ᶵ㛵共ྠ◊✲䝎ミー

fu … ⏘Ꮫ㐃ᦠ䝎ミー

fp … ⏘ᐁ㐃ᦠ䝎ミー

up … Ꮫᐁ㐃ᦠ䝎ミー

fup … ⏘Ꮫᐁ㐃ᦠ䝎ミー

num_inv … ᙜヱ≉チのⓎ᫂⪅数

⿕ㄝ᫂ኚ数

ㄝ᫂ኚ数

 
 
特チレ࣋ルでの᥎計結果が⾲ 2 である。diff_f のパラ࣓ータが᭷意に正であることから、異業種の
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業によるඹ同研究による出㢪特チの方が、同業他社または同一業内の発明者による出㢪特チにẚて、

㉁が高い可能性が♧၀されている。 
 
⾲ 2. 出㢪特チレ࣋ルでの᥎計 

nbreg poisson
dep claim claim

Time Dummy Yes Yes
diff_ff 0.5336 0.5181

[0.2245]** [0.1333]***
u 0.134 0.1479

[0.0600]** [0.0333]***
p 0.2783 0.285

[0.1183]** [0.0607]***
same_f -0.0166 -0.0157

[0.0103] [0.0057]***
uu 0.1113 0.1019

[0.0476]** [0.0252]***
pp 0.0769 0.0918

[0.0613] [0.0325]***
fu 0.0815 0.0804

[0.0286]*** [0.0152]***
fp 0.1649 0.1691

[0.0593]*** [0.0304]***
up 0.1057 0.1142

[0.1220] [0.0641]*
fup -0.1039 -0.131

[0.1123] [0.0629]**
num_inv 0.0371 0.0366

[0.0028]*** [0.0015]***  
 
 ḟに、業レ࣋ル・年レ࣋ルでのパネル分析を行った。被ㄝ明ኚᩘは特チレ࣋ルでの᥎計と同様にㄳ

ồ項のᩘを、ㄝ明ኚᩘとしてはඹ同研究の種㢮別の出㢪件ᩘを、コントロールኚᩘとして研究㛤発費や

⇞料㟁ụᢏ⾡に関連する出㢪特チ件ᩘ、発明者ᩘを用いる㸦⾲ 3）。被ㄝ明ኚᩘがカウントデータである

ことから、パネル・࣏アࢯンࣔデルを用いる。 
 
⾲ 3. 業レ࣋ルでの᥎計に用いるኚᩘ 

claim … ㄳồ㡯の数

diff_f … ␗ᴗ✀間共ྠ◊✲して出㢪されている≉チの数

fu … ⏘Ꮫ㐃ᦠして◊✲された⤖果、出㢪されている≉チの数

fp … ⏘ᐁ㐃ᦠして◊✲された⤖果、出㢪されている≉チの数

fup … ⏘Ꮫᐁ㐃ᦠして◊✲された⤖果、出㢪されている≉チの数

same_f … ༢⊂で◊✲、またはྠじ組織ෆでの◊✲で出㢪された≉チの数

R&D …
⛉Ꮫᢏ⾡ⓑ᭩にᥖ㍕されている◊✲㈝䝕フレー䝍(ᴗ等)で実㉁化した、
◊✲㛤Ⓨ㈝

PAT … ≉チ出㢪௳数

num_inv … Ⓨ᫂⪅数

ㄝ᫂ኚ数

⿕ㄝ᫂ኚ数

 
 
 業レ࣋ルでの᥎計結果が⾲ 4 である。diff_f のパラ࣓ータが᭷意に正であることから、異業種間で

のඹ同研究による特チを多く出㢪すると、業の特チの㉁に正のインパクトがあることが♧၀されてい

る。 
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のඹ同研究による特チを多く出㢪すると、業の特チの㉁に正のインパクトがあることが♧၀されてい

る。 
 

⾲ 4. 業レ࣋ルでの᥎計結果 
cmd xtpoisson

Time Dummy Yes
Industry Dummy Yes

R&D 2.5404
[0.2511]***

diff_ff 0.0257
[0.0022]***

same_f 0.0024
[0.0001]***

fu -0.1166
[0.0046]***

fp -0.2687
[0.0078]***

fup -0.0322
[0.0174]*

num_inv 0.002
[0.0001]***  

 
 
4㸬おࢃりに 

 本✏の特チレ࣋ル、業レ࣋ルの分析結果から、⇞料㟁ụᢏ⾡に関して、異業種の業によるඹ同研

究が、出㢪特チの㉁に正のインパクトを与える可能性が♧၀された。これは、⇞料㟁ụᢏ⾡の研究㛤発

に関して範ᅖの⤒῭が機能している可能性を♧၀している。ᚋの研究発展が望まれる。 

 




